
岐⾩県恵那市

マンホールトイレ普及促進勉強会

利⽤体験会と
地域イベント利活⽤について

恵那市公式キャラクター
エーナちゃん





◇恵那市の基本情報◇

⼈ ⼝ 51,662⼈（H29.1.1現在）
世帯数 19,627世帯
⾯ 積 504.24平⽅キロメートル

位 置 岐⾩県の南東に位置した緑に囲まれた街。
名古屋からおよそ６０ｋｍ
鉄道や⾞で約１時間。

気 候 夏は涼しく、冬は「しみる※」寒さ。

※乾燥しているうえに、放射冷却により底冷えする。
この気候を利⽤した細寒天の名産地でもある。



設置場所 設置数 事業内容 予定工期

市 立 明 智 小 学 校 ５基 新規
平成２６年度

済

市立大井第二小学校 ２２基 新規
平成２７年度

済

市 立 長 島 小 学 校 １４基 新規 平成２８年度

市 立 岩 邑 小 学 校 ９基 新規 平成２９年度

市立上矢作小学校 ４基 新規 平成３０年度

計 ５４基

１．恵那市マンホールトイレ設置計画



和式便器型鉄蓋

貯留槽（仕切弁）



２．マンホールトイレ体験会の開催に至った経緯

・クロスカントリー大会では、トイレが不足しているので
困っているランナーさんに使ってもらえるのではないか。

・多くの方に使ってもらえれば、広く周知ができる。

・避難所に設置した最初のマンホールトイレのため、運用
ノウハウが無い。→災害時に支障をきたす

・使用された方の率直な感想が聞きたい。

・市の防災訓練でトイレを設置しても誰も使ってくれない。



３．クロスカントリーの概要

第３１回 日本大正村クロスカントリー 平成27年3月15日開催

エントリー数 ２３部門 計１,７９５名

（男性１２８１名・女性３３６名･ファミリーエントリー１７８名）

スタッフ ５６２名、 飲食・物販 ２０店

第３２回 日本大正村クロスカントリー 平成28年3月20日開催

エントリー数 ２３部門 計１,８２８名

（男性１２２６名・女性３８９名・ファミリーエントリー２１３名）

スタッフ ５５２名、 飲食・物販 ２０店



４．マンホールトイレ体験会の概要

トイレ設置場所 岐阜県恵那市明智町１２２番地２

恵那市立明智小学校 （体育館 南側）

設 備 概 要 マンホールトイレ ５基 （貯留式）

体験会使用数 ２基 男性用１・女性用１

運営人員 準備 ４名 （大会前々日に設置）

当日 １名 （説明・意見聴取ほか）

清掃 ２名 ３１回大会は市内業者に委託

３２回大会は職員にて実施



選手受付

更衣室

ステージ

完走証配布 ゴール

スタート地点

荷物預かり

本部

仮設

ＷＣ

物販ブース

クロスカントリー会場⾒取図

マンホールトイレ
設置箇所



時間帯 男性 女性 合計

７：００～ ８：３０ ３ ０ ３

８：３０～ ９：３０ ５ ０ ５

９：３０～１０：３０ ３１ ３ ３４

１０：３０～１１：３０ ８ １０ １８

１１：３０～１２：３０ ４ ０ ４

１２：３０～１３：１５ ２ ０ ２

計 ５３ １３ ６６

時間帯 男性 女性 合計

７：００～ ８：３０ ５ １ ６

８：３０～ ９：３０ １３ ４ １７

９：３０～１０：３０ ３６ １４ ５０

１０：３０～１１：３０ １０ １８ ２８

１１：３０～１２：３０ ７ １ ８

１２：３０～１３：１５ ２ １ ３

計 ７３ ３９ １１２

平成２７年
第３１回大会

平成２８年
第３２回大会

10マイル
STRT

10マイル
STRT

５．マンホールトイレの利用状況



・一度、マンホールトイレを使っておこうと思い利用しました。

・自分の住んでいる地域の災害設備は、どうなっているのか
分からないから、利用することは良い事だと思う。

・思ったより普通ですね。

・子どもにも利用させようと思う。

・仮設トイレだと一段登らなくてはならないが、バリアフリーで
良いですね。

・使用後に手が洗いたい。

６．利用者からのご意見 Ｈ２７年分



・家に和式トイレがあるので気にならなかった。

・臭いが気になる。

・（トイレ内に汲み水とひしゃくを用意しておいたが）利用後に
汚れを流していただけず、次の利用者から「汚い」との苦情が
あった。

・普段から、災害用トイレがある事を示す看板があると良い。

・マンホールトイレの位置が建物に近い。災害時に建物の倒壊
や壁面の破損などでトイレが使えなくなる心配がある。

７．利用者からのご意見 Ｈ２８年分



・使用後の手洗いは必要。掃除用にも、トイレの近くに水栓柱が
あると良い。

・利用者が多いとバケツの洗浄水がすぐに無くなってしまう。

・便槽へのゴミの投棄を防止するため、サニタリーボックスを
設置した。 → 効果あり。

・臭い防止のため、便槽内の溜め水や洗浄水に石けん水を
用意したが、子どもには不評であった。
→ シャンプーなどを使用した方が良いかもしれない。

・（体験会では）トイレの周囲に人が居ると利用者は気になる。
→トイレゾーンを区切り、人がトイレの近くに居ないようにする
工夫が必要。女性でも利用しやすい環境を作る。

・女性用トイレの確認をする必要あり。 → 女性職員も配置した
方が良い。

８．反省点・職員の意見



平成２７年

平成２８年

洗浄⽔（ひしゃく＋⽯けん⽔）
サニタリーボックス設置



平成２７年

平成２８年

カラーコーンでバリケードを設置

トイレ付近にランナーさんが場所取り



・利用者の方の携帯電話が便槽内に落下！！

→ 道具も無く、他の利用者もあったため直ちに回収作業を
行うことができなかった。

対策： 回収するための道具を準備する。
→マジックハンド・長柄フック等

注意喚起の看板設置や声掛けを行う。

携帯電話・財布・キーホルダー・タオル など
下流管渠の閉塞やマンホールポンプの破損原因になる
ものばかり。

９．事故発生



スタート直前はマンホールトイレも混雑しました。



男性⽤⼩便器「組⽴式」



マンホールトイレ体験利用の後には洗浄が必要。
→ 費用負担発生

便器類は容易に清掃ができるが、便槽をそのままに
しておくと腐敗・臭気・鉄蓋の腐食などの心配がある。

平成27年 地元清掃業者に業務を依頼
高圧洗浄車：１台
給水用バキュームカー：１台
作業員２名

１０．体験会終了後の清掃



平成２７年

業者による清掃作業注⽔による槽内洗浄

⾼圧洗浄



マンホールトイレは・・・

・災害にならないと、実際に使用する事は無い。
設置をしても展示会で終わってしまう。
→ トイレを使ってもらえる対策が必要。

・利用して初めて見えてくる問題点も多い。
用意する備品、臭気の対策、水の確保、周囲の配慮など

今後の課題

・雨天、夜間の検証が必要。

・酷暑時、極寒時の対策はどうするか。

１１．まとめ




